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平成24年度からはじまった第11期東京都住宅防

火対策推進協議会では、学識経験者、地域住民組

織の代表者、関係行政機関、関係団体・業界等な

どから広く意見を求め、住宅火災による死者を低

減するための対策等を協議してきた。２年間の協

議内容と提言をとりまとめたので、その概要を報

告する。

なお、報告書全文及び関係資料を東京消防庁

ホームページ上に公開する予定である。

Ⅰ　序章

Ⅰ－１　総合的住宅防火対策の必要性（テーマ設

定の背景と目的）

住宅用火災警報器（以下「住警器」という。）

の設置率の上昇に伴い、住宅火災による死者は減

少してきたが、高齢者（65歳以上をいう。）の割

合が年々高くなっており、今後の高齢化社会の到

来を踏まえて総合的な住宅防火対策について検討

する必要がある。

Ⅱ　現状と課題

Ⅱ－１　住宅火災の死者発生状況

１　住宅火災の死者の実態

⑴　住宅火災の件数及び死者数の推移は、全体

としては穏やかな減少傾向にある。（図１）

⑵　出火原因別件数では「こんろ」「たばこ」「放

火（放火の疑い含む）」「ストーブ」の順に多

く発生している。（図２－１）

□第11期東京都住宅防火対策推進協議会報告書

～恒常的な死者低減を実現するための　
　総合的住宅防火対策の推進について～

東京消防庁防災部防災安全課

図１　過去10年間の住宅火災による火災件数及び死者数の推移（平成15～24年）
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⑶　住宅火災による出火原因別死者数は、「た

ばこ」「ストーブ」「こんろ」の順に多く、死

者全体の約半数を占めている（図２－２）。

⑷　住宅火災による死者のうち65歳以上の高齢

者が占める割合は年々高くなっており、死者

全体の７割近くを占めている（図３）。

２　死者発生状況に見る問題点

住宅火災による死者の半数以上を占める、た

ばこを原因とする火災（以下「たばこ火災」と

いう。）、ストーブを原因とする火災（以下「ス

トーブ火災」という。）、こんろを原因とする

火災（以下「こんろ火災」という。）について、

死者や傷者が発生する経過を分析し、恒常的な

死者低減対策を検討することとする（図４）。

図２－２　過去５年間の出火原因別死者数

（平成20年～平成24年）

図３　過去５年間の年代別死者数

（平成20年～平成24年）
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図４　分析からわかる問題点 
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図２－１　過去５年間の出火原因別住宅火災件数
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３　死者発生状況

⑴　たばこ火災の主たる傾向

①　男性が約８割、高齢者が半数以上を占め、

出火時に一人でいた場合に多く発生してい

る（図５）。

②　着火物としてふとん等が最も多く、寝具

類上での喫煙に起因して火災となることが

多いと想定される（図６）。

③　身体に障害がある、飲酒していた場合で

は、傷者に対して死者の割合が高く、火災

に気がついても逃げ遅れていることが考え

られる（図７）。

④　焼損面積の少ない火災においても死者が

発生する傾向があり、燻焼状態で一酸化炭

素中毒により死者が発生している可能性が

高い（図８）。

図５　たばこ火災死者数と家族の状況

（平成20年～平成24年）

図６　たばこ火災着火物別死者数

（平成20年～平成24年）

図７　身体障害・飲酒有無別たばこ火災死傷者割合

（平成20年～平成24年）※不明を除く

図８　死者の発生した火災の平均焼損面積

（平成20年～平成24年）

出火時一人

           36人
                     28%

         出火時

        二人以上

13人10%
不明

1人
39人
31%

10人
8%

１人

10人
8%

7人
5%

8人
6%

2人

高齢者

50人

39%

高齢者以外

50人

39%

17人

14%

10人

8%

男性

100人
79%

女性

27人
21%

たばこ     

死者数

ｎ=127

ふとん類

63人
50%

くず類

26人
20%

衣類・繊維類

1５人
12%

内装・建具・家具

類

10人
8%

紙類

7人
5%

カーテン・じゅう

たん等

3人
2%

その他

1人
1%

不明

2人
2%

ストーブ
こんろ
たばこ

64.5㎡

47.6㎡

35.0㎡

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

ストーブ こんろ たばこ(㎡)

9人 

37% 

32人 

52% 
76人 

13% 

15人 

63% 

30人 

48% 

504人 

87% 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

身体障害者 その他の身体不自由者 健常者 

死者 傷者 

5人 

26% 

21人 

20% 
49人 

11% 

14人 

74% 
84人 

80% 
403人 

89% 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

泥酔状態 飲酒あり 飲酒なし 

死者 傷者 

№116 2014（春季）



－46－ －47－

⑵　ストーブ火災の主たる傾向

①　主な出火原因別の死者数で、高齢者の占

める割合が８割を超え、一番高くなってい

る（図９）。

②　ストーブに衣類やふとん等の可燃物が接

触することによる出火が多く、その中でも

就寝中に多く発生しているため、発見が遅

れて延焼拡大し死者が発生している可能性

が高い（図10）。

③　電気ストーブによる火災が多く、死者も

多く発生している（図11、図12）。

⑶　こんろ火災の主たる傾向

①　発火源別でみると、件数ではガステーブ

ル等がほぼ９割近くを占めるのに対し、死

者数ではカセットこんろ、電気こんろで４

割以上を占めている（図1�、図14）。

図９　高齢者出火原因別死者数（平成20年～平成24年）

図10　ストーブ火災死傷時状況・経過別死者数

（平成20年～平成24年）

図11　ストーブ火災発火源別件数

（平成20年～平成24年）

図12　ストーブ火災発火源別死者数

（平成20年～平成24年）

図13　こんろ発火源別件数（平成20年～平成24年）

図14　こんろ発火源別死者数（平成20年～平成24年）

1

1

14

1

1 2

1

1

2

2

0 5 10 15 20

引火する

着火物が漏洩する

可燃物が落下する

使用中給油する

可燃物が接触する

就寝中 家事従業中 初期消火中 その他

（人）

490件
72%

131件
19%

53件
8%

10件
1%

電気ストーブ

石油ストーブ等

ガスストーブ

その他

ｎ＝684

男性

      21人
41%

女性

        13人25%

5人
10%

    ８人
16% 2人2人

     34人
67%

13人
25%

4人
8%

ｎ＝51

2134件

88%

140件 6%

93件 4%

63件

2%

ガステーブル・ガスこんろ・ガスレンジ

電気クッキングヒーター

カセットこんろ

電気こんろ

ｎ＝２，４３０

男性

       11人
          24%

               女性
       14人

30%

9人
      20%

1人

7人
15%

3人

25人
54%

10人
     22%

      10人
22%

1人

ｎ＝46

消防科学と情報



－46－ －47－

②　ガステーブル等では女性、カセットこん

ろ・電気こんろでは男性の死者が多く発生

している（図14）。

③　こんろ火災は、周辺可燃物に接触して出

火し、死者が発生している。（図15）

④　カセットこんろや電気こんろによる火災

は、居室等で使用し、衣類や紙類・くず類

等の周辺可燃物に着火する等、不適切な使

用により死者が発生している。

Ⅱ―２　課題の抽出

住宅火災による死者数の減少は限界状態となっ

ている。そのため、従来の広い注意喚起の限界を

踏まえた対象を絞り込んだ対策が必要である。

１　ハード面

住警器の設置促進、防炎品等の普及促進につ

いて関係機関・業界との連携が必要である。

２　ソフト面

「たばこ」「ストーブ」「こんろ」に対象を絞り、

個別具体的できめ細かい安全対策が必要である。

３　広報対策

伝えるべき人に伝わる効果的な広報が必要で

ある。

４　災害時要援護者対策

行政・業界・地域が一体となった防火防災対

策の取組が必要である。

Ⅲ　対応方策　具体的な死者低減対策　

表のとおり

Ⅳ　提言

Ⅳ－１　従来の広い注意喚起の限界を踏まえた対

象を絞り込んだ対策

死者発生の実態を踏まえた効果的な注意喚起を

図15　発火源・経過別こんろ火災死者数（平成20年～平成24年）
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発信する。

Ⅳ－２　自治体等関係機関・関係業界による死者

低減対策の実践

福祉関係者、関係業界の課題を解決するための

取組を実現する。

Ⅳ－３　消防署、関係機関と地域が連携した地域

特性を踏まえた取組を強化

地域協力・支援体制づくりを進め、災害時要援

護者の安心安全を実現する。

Ⅳ－４　「住宅防火10の心得」のうち、重要３項

目に絞った具体的な取組の推進

たばこ、ストーブ、こんろに関する重要３項目

に絞り、地域特性を踏まえた具体策を推進する。

★住宅防火 10の心得★

１　調理中は、こんろから離れないようにしま

しょう。

２　寝たばこは、絶対にやめましょう。

３　ストーブの周りに、物を置かないようにしま

しょう。

４　家の周りを整理整頓しましょう。

５　ライターやマッチを子供の手の届く場所に置

かないようにしましょう。

６　コンセントの掃除を心掛けましょう。

７　住宅用火災警報器を全ての居室・台所・階段

に設置し、定期的な作動確認をしましょう。

８　寝具類やエプロン・カーテンなどは、防炎品

にしましょう。

９　万が一に備え、消火器を設置し使い方を覚え

ましょう。

10　ご近所同士で声をかけあい火の用心に心掛け

ましょう。

Ⅳ－５　第12期東京都住宅防火対策推進協議会に

向けて

主たる死者発生原因に関係する業界等との連

携、分析作業部会設置（H26）、外部研究委託導入、

視覚効果を高めた広報手法導入等により死者低減

を具現化していく。

消防科学と情報


